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平成30年度一般会計予算は   
前年度より6800万円の増額

可
決

　
 

３
月
定
例
会
３
月
８
～
14
日

一般会計43億7000万円

〇地方交付税の推移

その他の交付金
1億8685万円

村債（借入金）
3億7680万円

道支出金
2億8456万円

国庫支出金
1億7540万円

使用料・手数料
2億2017万円

諸収入
8億4326万円

　　　村税
3億4904万円

　地方交付税
　19億3389万円

収入

支出

議会費
4710万円

その他
500万円

公債費（返済金）
5億2250万円

給与費
5億140万円

教育費
3億5010万円

消防費
2億1840万円

土木費
5億8690万円

商工費
1億2770万円

農林産業費
4億3080万円

衛生費
1億4750万円

民生費
4億2340万円

総務費
10億920万円
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（
見
込
）

（
見
込
）

〇基金残高 (貯金) の推移

〇借入金の推移（一般会計）

年度

１
８
億
５
０
６
２
万
円

１
９
億
２
９
７
３
万
円

２
０
億
７
５
４
２
万
円

２
０
億
４
９
１
６
万
円

２
３
億
４
９
３
０
万
円

２
３
億　

１
２
４
万
円

２
１
億
２
９
０
５
万
円

２
２
億
１
５
５
３
万
円

２
１
億
７
９
２
１
万
円

２
０
億
６
９
４
８
万
円

（
見
込
）

４
６
億
９
３
０
１
万
円

４
５
億
３
７
５
０
万
円

４
６
億
４
４
１
３
万
円

４
６
億
３
８
７
５
万
円

４
５
億
７
５
０
４
万
円

４
５
億
４
７
８
９
万
円

４
２
億
８
７
６
８
万
円

４
０
億
７
１
５
６
万
円

３
８
億
８
７
２
４
万
円

３
６
億
４
７
１
４
万
円
年度

５
９
億
５
９
０
５
万
円

６
０
億
５
４
６
６
万
円

６
３
億
３
２
６
１
万
円

６
４
億
４
９
５
５
万
円

６
５
億
４
５
１
５
万
円

６
９
億
１
２
０
７
万
円

６
８
億
３
６
１
１
万
円

６
９
億
２
０
４
１
万
円

６
９
億
８
８
６
５
万
円

６
５
億
２
４
５
３
万
円
年度

70億
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平成30年度各会計予算

平成30年度一般会計予算は   
前年度より6800万円の増額

　

 

３
月
定
例
会
３
月
８
～
14
日

会計別 予　算 増　減 前年度比 議決の内容
一 般 会 計    43億0200万円       　 6800万円           1.6％ 全員賛成により可決
水 道 特 別 会 計            3950万円 　     　480万円     　13.8％ 全員賛成により可決
農業集落排水特別会計            5700万円 　  ▲   640万円    ▲    8.0％ 全員賛成により可決
国民健康保険特別会計 　 3億5520万円 　  ▲ 4870万円    ▲  12.1％ 全員賛成により可決
診 療 所 特 別 会 計            8170万円 　       ▲   330万円    ▲    3.9％ 全員賛成により可決
介 護 保 険 特 別 会 計 　 2億4850万円       ▲   780万円    ▲    3.0％ 全員賛成により可決
後期高齢者医療特別会計            3880万円 　    　 310万円 　      8.7％ 全員賛成により可決

合　　　計    51億9070万円 　    　 970万円 　      0.2％

総
額
51
億
円
超
の
予
算

平成30年度一般会計予算の特徴
①前年比 1.6％増の 43 億 7000 万円。
②今後の公共施設の更新に備え、市町村備荒資金組合の積立金
　を取り崩し５億円を別の基金に積立てするので、実質的には
　38 億 7000 万円の予算規模である。

　平成30年度の一般会計当初予算案は、
総額で43億7000万円となり、前年より
6800万円の増額となりました。
　しかし、今後の公共施設などの更新に備
え、平成28年度に設置した公共施設等整
備基金に北海道市町村備荒資金組合から
５億円を取り崩し積み立てするので、実質
的には38億7000万円となっています。
　６つの特別会計は合計で8億2070万円
となり、前年より5830万円の減とし、一
般会計と６特別会計を合わせた総額は51
億9070万円となり、前年より970万円の
増額となっています。
　予算編成は、国の財政計画を考慮し、
地方交付税を前年対比4103万円減で見込
み、さらに、地方創生を推進するための戦
略事業の計上や、総合計画、地域要望を踏
まえた投資的事業の選択についても、その

必要性や優先度を慎重に見極めながら精査
しています。
　新年度には、西公共エリアの整備に向け
た一部施設の解体や実施計画などに着手
し、どさんこ牧場改修工事や中雪裡下久
著呂線改修工事、鶴居D団地住宅建築工事
などを計上したので、普通建築事業費が9
億8580万円となり、投資的経費の割合が
22.6％となりました。
　地方交付税は特別交付税を含めた総体で
は、前年対比2.1％減の19億3389万円と
しました。
　村税は、個人・法人村民税の増加や固定
資産税の増加を考慮し、前年対比7.1％の
増としました。
　また、財源不足については、起債の借入
や基金繰入、北海道市町村備荒資金組合か
らの取り崩しにより賄うこととしました。



　　フェスティバル in つるい
〇「日本で最も美しい村」連合 〇

高
校
生
ま
で
医
療
費
無
料
化

４

　
 

３
月
定
例
会
３
月
８
～
14
日

１
０
５
万
円

子育て複合施設の
実施設計スタート

継続

　
保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
・
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
な
ど
の
子
育
て
複
合
施
設

の
基
本
・
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

　
場
所
は
鶴
居
西
公
共
エ
リ

ア
北
側
の
、
旧
郷
土
資
料
館

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
平
成
31
年
度
に
工
事
着
工

し
、
平
成
32
年
度
か
ら
運
用

す
る
予
定
で
す
。

１６０８万円

 　7 月５～７日まで
の３日間、鶴居村で

「日本で最も美しい
村」連合の全国大会
を開催します。
　全国の加盟自治体
からおよそ300人が
本村を訪れます。

　今まで中学生までの医療費
無料化を行っていましたが、
新年度からは範囲を広げて高
校生なども医療費を無料化し
ます。新規

〇タンチョウ自然専門員を配置

４０２万円

新規

　
国
は
タ
ン
チ
ョ

ウ
生
息
地
の
分
散

化
を
目
指
し
て
お

り
、
平
成
27
年
度

か
ら
給
餌
量
の
削

減
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
村
と
し
て
も
対

応
や
施
策
を
講
じ

る
こ
と
が
必
要
な

た
め
、「
タ
ン
チ
ョ

ウ
自
然
専
門
員
」

を
配
置
し
ま
す
。

鶴居保育園が子育て複合施設へ

いよいよ高校生まで医療費無料化へ昨年のフェスティバルの様子

タンチョウ自然専門員の音成氏
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４５４６万円

新規



〇
鶴
居
西
公
共
エ
リ
ア

５

　

 

３
月
定
例
会
３
月
８
～
14
日

８
６
２
７
万
円

　

鶴
居
市
街
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

や
鶴
居
保
育
園
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
が
あ
る
「
鶴

居
西
公
共
エ
リ
ア
」
に
、

新
た
な
子
育
て
複
合
施
設

と
新
総
合
体
育
館
を
建
設

す
る
施
設
整
備
事
業
が
始

ま
り
ま
す
。

　
今
回
の
事
業
で
は
、
地

質
調
査
、
測
量
調
査
、
上

下
水
道
管
移
設
工
事
、
既

存
施
設
解
体
工
事
な
ど
を

行
い
ま
す
。

〇
産
前
産
後
を
サ
ポ
ー
ト

１
５
３
万
円

新規
〇特殊水槽付消防車購入

５１３０万円
　鶴居消防署
の災害対応特
殊小型動力ポ
ンプ付き水槽
車が、購入後
30 年 が 経 過
し更新時期を
迎 え た た め、
新たに購入し
ます。

　妊娠期から出産直後の妊産
婦が、心身のケアや育児サ
ポートを受けられるよう専門
機関に委託し、子どもを産み
育てやすい環境の充実を図り
ます。

継続

　
　

  
施
設
整
備
事
業

更新

解体され新たな施設に生まれ変わる旧郷土資料館

ありがとう！平成元年購入の消防車
大変な妊産婦さんのケアを
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〇
新
総
合
体
育
館
の
基
本
設
計

２
０
０
０
万
円

　老朽化したファミリース
ポーツセンターを建て替える
ため、平成 32 年度に建設予
定の新総合体育館の基本設計
を行います。

期待膨らむ新総合体育館

〇中雪裡下久著呂線の急カーブを改良
７１９２万円

　中雪裡下久
著 呂 線 の 急
カ ー ブ 2 カ
所 を 10 年 か
けて改良して
いきます。
　今回は、用
地購入や地質
調査などを行
います。

継続

急カーブを改良します

継続



６

　
 

予
算
特
別
委
員
会

３
月
13
日

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
会
計
の
各
会
計
予

算
案
は
、
議
長
を
除
く

4

4

4

4

4

８
議

員
で
構
成
さ
れ
る
予
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ

に
付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

事
業
内
容
や
事
業
効
率
・

効
果
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

質
疑
を
行
い
、
議
案
ご
と
に

討
論・採
決
を
行
っ
た
結
果
、

全
て
の
議
案
を
全
員
賛
成
で

「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決

定
し
ま
し
た
。

▼
委
員
長　
　
　
松
井
広
道

▼
副
委
員
長　
　
秋
里
広
志

老朽化したおが粉施設

　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　

IP
告
知
端
末
の
更
新

時
期
を
迎
え
る
が
、
今
後
の

予
定
は
。

　

IP
機
器
と
サ
ー
バ
ー
の
保

守
期
限
を
来
年
迎
え
る
た

め
、
同
様
の
状
況
に
あ
る
道

内
18
町
村
と
共
同
で
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
サ
ー
バ
ー
の

共
同
運
用
や
IP
機
器
発
注
の

一
本
化
な
ど
で
コ
ス
ト
削
減

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

大
津
泰
則
委
員

　
　
　

新
た
に
政
策
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
３
０
０
万
円

で
委
託
す
る
が
、
詳
細
は
。

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
を
運
営
し
て
い
る
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ラ
ン
ド
に
勤
務
さ
れ

て
い
た
方
で
、
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
来
場
者
が

食
べ
る
イ
チ
ゴ
全
量
を
賄
う

た
め
、
弟
子
屈
町
に
イ
チ
ゴ

農
園
の
設
立
を
手
掛
け
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

主
に
観
光
分
野
で
の
政
策

支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

秋
里
広
志
委
員

　
　
　

お
が
粉
施
設
の
更
新

と
お
が
粉
の
料
金
の
改
正
に

つ
い
て
の
詳
細
は
。

　

森
林
組
合
に
指
定
管
理
し

て
い
る
お
が
粉
施
設
も
10
年

以
上
経
過
し
、
全
面
更
新
が

必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

８
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
費

用
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
現

状
、
相
場
よ
り
安
い
お
が
粉

の
利
用
料
も
改
定
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

佐
藤
吉
人
委
員

　
　
　

ど
さ
ん
こ
牧
場
に
あ

る
、
馬
用
の
東
屋
を
改
修
す

る
の
は
。

　

道
産
馬
は
寒
さ
や
雨
風
に

強
い
が
、
既
存
の
馬
用
の
東

屋
の
劣
化
が
ひ
ど
く
、
見
た

目
も
悪
い
の
で
改
修
し
ま
す
。

　
　
　

東　

隆
行
委
員

　
　
　

新
た
に
タ
ン
チ
ョ
ウ

自
然
専
門
員
を
配
置
す
る

が
、
業
務
内
容
は
。

　

国
が
進
め
る
タ
ン
チ
ョ
ウ

へ
の
給
餌
量
削
減
や
分
散
化

な
ど
に
対
応
し
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
と
共
生
す
る
「
鶴
居
モ
デ

ル
」
を
確
立
す
る
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い
ま

す
。

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
代
表
を
し
て
い
る
音

成
邦
仁
氏
が
就
任
し
ま
す
。

　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　

教
職
員
の
多
忙
化
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
教

育
委
員
会
と
し
て
の
対
策

は
。

　

北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら

学
校
の
働
き
方
改
革
と
し

て
、
平
成
32
年
度
ま
で
の
具

体
的
な
目
標
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
達
成
に
向
け
て

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▼
政
策
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

▼
IP
告
知
端
末
の
更
新

▼
お
が
粉
の
値
上
げ

▼
ど
さ
ん
こ
牧
場

▼
タ
ン
チ
ョ
ウ
自
然
専
門
員

▼
教
師
の
多
忙
化
対
策

総
務
課
長

企
画
財
政
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長
補
佐

教
育
課
長
補
佐

教
育
長
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松
井
洋
和
委
員

　
　
　

新
た
に
妊
産
婦
の
産

前
産
後
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事

業
の
詳
細
は
。

　

妊
産
婦
は
悩
み
も
多
く
、

頼
る
身
内
も
近
く
に
い
な

か
っ
た
り
し
て
体
調
を
崩
さ

れ
た
り
す
る
の
で
、
釧
路
町

の
助
産
院
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ア

イ
に
委
託
し
て
、
妊
産
婦
の

専
門
相
談
と
産
後
ケ
ア
を
利

用
者
１
割
負
担
で
行
い
ま

す
。　

　
　
　

秋
里
広
志
委
員

　
　
　

脳
ド
ッ
ク
に
一
人

２
万
円
の
助
成
を
し
て
い
る

が
、
最
近
は
受
診
者
が
減
少

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
３
年
毎
の
検
査
が
必
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
。

　

助
成
し
て
か
ら
４
年
が
経

過
し
、
新
規
に
受
診
す
る
人

が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
３
年
毎
の
受
診
に
つ
い
て

も
啓
蒙
に
努
め
ま
す
。

▼
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト

▼
脳
ド
ッ
ク
は
３
年
毎
に

保
健
福
祉
課
長
補
佐

保
健
福
祉
課
長
補
佐



７

平成30年度予算は
どう使われるの？

　

 

予
算
特
別
委
員
会

３
月
13
日

働き方改革へ

　
　
　

佐
藤
吉
人
委
員

　
　
　

大
変
好
評
な
湿
原

ウ
ォ
ー
ク
で
す
が
、
湿
原
を

通
り
向
け
る
コ
ー
ス
を
設
定

し
て
は
。

　
　

新
年
度
は
秋
の
湿
原
を
歩

い
て
も
ら
お
う
と
、
10
月
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

湿
原
を
縦
断
す
る
コ
ー
ス

に
つ
い
て
は
将
来
に
向
け
て

考
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。　

　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　

村
で
は
嘱
託
職
員
や

臨
時
職
員
、
パ
ー
ト
な
ど
の

雇
用
形
態
が
あ
る
が
、
国
の

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
は
。

　

平
成
32
年
度
か
ら
地
方
自

治
法
が
改
正
さ
れ
、
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

　

嘱
託
職
員
や
臨
時
職
員
な

ど
の
任
用
の
適
正
を
確
保
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
調
査
・
協
議
を
進
め
ま

す
。　

　
　
　

松
井
洋
和
委
員

　
　
　

IP
告
知
端
末
は
、
防

災
無
線
や
村
の
情
報
端
末
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
が
、
そ

の
情
報
を
ス
マ
ホ
で
受
け
取

る
よ
う
に
し
て
は
。

　

今
後
、
IP
告
知
端
末
の
更

新
に
向
け
て
、
端
末
機
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
化
や
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
で
の
配
信
を
協
議
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
屋
外
放

送
に
つ
い
て
も
、
消
防
設
備

の
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

松
井
洋
和
委
員

　
　
　

新
た
な
子
育
て
複
合

施
設
が
鶴
居
市
街
に
出
来
ま

す
が
、
そ
の
場
合
の
鶴
居
・

幌
呂
保
育
園
の
体
制
に
つ
い

て
の
協
議
は
。

　

そ
の
協
議
に
つ
い
て
は
何

も
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

新
施
設
移
行
時
の
園
児
数

は
鶴
居
保
育
園
が
45
人
、
幌

呂
保
育
園
が
15
人
（
幌
呂
５

人
、
下
幌
呂
10
人
）
と
想
定

し
て
い
ま
す
。

　

村
内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
体
制
を
維
持

し
ま
す

▼
湿
原
ウ
ォ
ー
ク

▼
働
き
方
改
革

▼
IP
の
内
容
を
ス
マ
ホ
で

▼
保
育
園
の
今
後
は

　
　
　

東　

隆
行
委
員

　
　
　

野
生
鳥
獣
被
害
対
策

支
援
員
の
業
務
内
容
は
。

　

住
民
か
ら
の
要
望
が
多
い

カ
ラ
ス
の
駆
除
の
た
め
、
カ

ラ
ス
の
箱
罠
と
ヒ
グ
マ
の
箱

罠
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

▼
カ
ラ
ス
の
駆
除

　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
を
充
実
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
拡
大
を
目
指
す
が
、

具
体
的
な
考
え
は
。

　

サ
イ
ト
な
ど
も
活
用
し
な

が
ら
Ｐ
Ｒ
し
、
商
工
会
と
連

携
し
て
返
礼
品
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
特
産
品
の
他

に
、
宿
泊
し
て
色
々
な
体
験

を
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
も

返
礼
品
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

　
　
　

秋
里
広
志
委
員

　
　
　

こ
こ
３
年
間
、
診
療

事
業
収
入
が
年
々
減
少
し
て

い
る
要
因
は
。

　

本
村
の
よ
う
な
小
さ
な
診

療
所
は
投
薬
が
多
く
、
診
療

報
酬
の
改
定
に
よ
り
、
薬
価

が
下
が
っ
た
た
め
に
収
入
が

減
少
し
た
り
、
点
数
の
高
い

治
療
が
終
了
し
た
り
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　

大
津
泰
則
委
員

　
　
　

新
し
く
道
徳
に
教
科

書
が
出
来
る
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
ど
う
変
わ
る
の
か
。

　

今
ま
で
は
色
々
な
教
材
を

使
っ
て
授
業
し
て
い
ま
し
た

が
、
教
科
書
に
沿
っ
て
、
生

命
を
尊
重
し
、
い
じ
め
を
な

く
し
、
情
報
モ
ラ
ル
を
育
て

る
こ
と
を
、
価
値
の
押
し
付

け
で
は
な
く
、
じ
っ
く
り
子

ど
も
た
ち
と
考
え
議
論
す
る

道
徳
の
授
業
を
行
い
ま
す
。

▼
診
療
事
業
収
入
の
減
少

▼
道
徳
の
教
科
化

教
育
課
長
補
佐

企
画
財
政
課
長

保
健
福
祉
課
長

教
育
長

保
健
福
祉
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長
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３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
第
１
回
定
例
会
は
３
月
8
日
に
開
会
し
、
14
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。

　
村
長
か
ら
の
提
出
議
案
は
33
件
で
、内
訳
は
計
画
策
定
１
件
、

条
例
制
定
２
件
、
条
例
改
正
13
件
、
新
年
度
予
算
案
７
件
、
補

正
予
算
案
７
件
、そ
の
他
３
件
で
す
。
議
員
発
議
は
決
議
１
件
、

意
見
書
３
件
で
す
。

　
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
７
議
員
が
村
政
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

一般会計補正額は
345万5千円増

住宅が増えてきた希の杜団地

可
決

　
 

３
月
定
例
会
３
月
８
～
14
日

８

〇
村
税
収
入
が
増
加

３
５
９
７
万
２
千
円
増

　

農
業
所
得
に
お
け
る
個
体

販
売
価
格
の
上
昇
や
納
税
義

務
者
数
の
増
加
、償
却
資
産

の
増
加
な
ど
を
見
込
み
増
額

補
正
し
ま
し
た
。

〇
輝
く
住
ま
居
る

　
　
　
　

支
援
金

２
０
０
万
円
増

　

移
住
・
定
住
の
促
進
と
住

み
良
い
村
づ
く
り
を
推
進
す

る
、新
築
住
宅
へ
の
支
援
金

を
、実
績
見
込
み
の
増
加
か

ら
増
額
修
正
し
ま
す
。

〇
乳
幼
児
医
療
給
付
費

７
８
万
１
千
円
増

　

乳
幼
児
の
医
療
費
に
対
す

る
附
加
給
付
に
よ
り
、心
身

と
も
に
健
康
な
乳
幼
児
の
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
乳
幼
児
医
療
給
付
費
を
、

利
用
数
の
増
加
に
よ
り
増
額

補
正
し
ま
す
。

〇
老
人
医
療
給
付
費

８
０
万
４
千
円

　

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方

に
給
付
す
る
老
人
医
療
給
付

費
（
ま
る
老
）の
、医
療
給
付

費
実
績
の
増
加
に
よ
る
増
額

補
正
で
す
。

〇
議
員
期
末
手
当

２
０
万
１
千
円
増

　

村
議
会
議
員
９
人
の
期
末

手
当
を
、現
行
の
４
．３
月
分

か
ら
０
．１
月
分
引
き
上
げ

て
、４
．４
月
分
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
Ｐ
10
参
照
）

〇
給
与
費

２
６
８
万
７
千
円

　

国
の
平
成
29
年
度
人
事
院

勧
告
に
準
拠
し
た
村
職
員
の

本
俸
と
勤
勉
手
当
の
引
き
上

げ
と
、特
別
職
の
期
末
手
当

の
引
き
上
げ
に
よ
る
増
額
補

正
で
す
。

つるい議会だより　№ 157　

村民税個人　　1916万円の増額補正
村民税法人　　   404万円　 　〃
固定資産税　　1165万円　 　〃
軽自動車税　　       1万円　 　〃
村たばこ税　　     70万円　 　〃
入　湯　税　　     40万円　 　〃

村職員（61人）：本俸引上げ…平均 0.2％　
　　　　　　　期末・勤勉手当… 4.3→ 4.4月分
特別職（３人） ：期末手当引上げ…4.3→ 4.4月分



　

 

３
月
定
例
会
３
月
８
～
14
日

９

平成29年度各会計補正予算
会計別 補正額 総　額 議決の内容

一 般 会 計 （ 第 ５ 号 ）    ▲   345万5千円 　  46億0225万4千円 賛成7人反対1人(及川)により可決
水 道 特 別 会 計            228万5千円 　 　　4012万3千円 全員賛成により可決
農業集落排水特別会計    ▲   105万8千円 　 　　6234万2千円 全員賛成により可決
国民健康保険特別会計    ▲ 1226万1千円 　    4億1148万2千円 全員賛成により可決
診 療 所 特 別 会 計    ▲   311万6千円 　 　　8274万8千円 賛成7人反対1人(佐藤)により可決
介 護 保 険 特 別 会 計    ▲ 3300万0千円  　   2億5248万2千円 全員賛成により可決
後期高齢者医療特別会計    ▲      68万4千円  　  　  3662万3千円 全員賛成により可決

大
石
村
長
の
村
政
執
行
方
針

　

村
は
昨
年
、
開
村
80
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
、
記
念
事
業
の
実
施
や

記
念
式
典
の
挙
行
な
ど
、

記
念
す
べ
き
年
を
盛
大
に

祝
し
な
が
ら
、
今
日
の
郷

士
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
先

人
の
ご
労
苦
と
そ
の
偉
業

に
対
し
、
敬
意
と
感
謝
の

念
を
表
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
新
た

な
総
合
計
画
の
始
期
と
な

る
年
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま

で
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
実

感
し
な
が
ら
、
将
来
を
展

望
す
る
鶴
居
村
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
本
村

の
特
性
や
課
題
を
整
理

し
、
村
民
ニ
ー
ズ
や
時
代

が
求
め
る
行
政
運
営
を
基

本
と
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
取
り
組
み
を
推
進
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
村
長
就
任
以
来
、

村
行
政
に
お
け
る
責
務
の

重
大
さ
を
痛
感
し
な
が

ら
、
村
民
皆
さ
ん
の
幸
せ

と
本
村
の
限
り
な
い
発
展

を
願
い
、
そ
の
任
務
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
努
力

を
怠
る
こ
と
な
く
、
全
力

で
そ
の
職
責
に
立
ち
向
う

所
存
で
す
。

▼
主
要
施
策
の
６
つ
の
柱

①
地
域
特
性
を
活
か
し
た

　
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
。

②
と
も
に
支
え
合
い
生
き

　
生
き
と
暮
ら
せ
る
む
ら

　
づ
く
り

③
安
心
・
安
全
で
快
適
に

　
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り
。

④
豊
か
な
自
然
と
共
生
す

　
る
美
し
い
む
ら
づ
く
り
。

⑤
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

　
む
ら
づ
く
り
。

⑥
み
ん
な
で
歩
む
協
働
の

　
む
ら
づ
く
り
。

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
、
そ
し
て
、
地

方
創
生
の
時
代
を
迎
え
、

本
村
も
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
開
村
80
年
の
節

目
の
年
か
ら
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
平
成
30
年

度
は
、
改
め
て
協
働
の
む

ら
づ
く
り
の
理
念
の
も

と
、
村
民
が
支
え
合
い
な

が
ら
将
来
に
亘
り
持
続
可

能
な
村
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
す
べ
て
の
目
標

や
課
題
を
村
民
皆
さ
ん
と

共
有
し
な
が
ら
、
行
政
課

題
の
解
決
や
各
種
む
ら
づ

く
り
の
推
進
に
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
あ
た
っ
て

い
く
覚
悟
で
す
。

学
校
教
育

①
多
様
で
変
化
に
富
ん
だ
時

　
代
を
「
た
く
ま
し
く
生
き

　
抜
い
て
い
く
た
め
の
力
」

　
の
醸
成
。

②
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
と

　
と
も
に
歩
む
学
校
。

③
行
き
届
い
た
教
育
を
司
る

　
た
め
の
教
育
環
境
の
推
進
。

④
国
際
理
解
教
育(

英
語

　
科
・
英
語
活
動)

の
充
実
。

生
涯
学
習 

　
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
の
共
生
に

向
け
た
体
制
づ
く
り
と
そ
の

対
応

①
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
自
然
専
門

　
員
」
の
配
置
。

②
「
鶴
居
型
モ
デ
ル｣

構
築

　
に
向
け
た
方
向
性
や
在
り

　
方
の
具
体
化
。

③
調
査
活
動
並
び
に
保
護
や

　
被
害
の
把
握
と
対
策
。

国安教育長の教育行政執行方針

つるい議会だより　№ 157　



　
 

３
月
定
例
会
３
月
８
～
14
日

10

釧
路
町
村
議
会
議
長
会

　
12
月
20
日
鶴
居
村　

　
　
　
　
　
　
　
松
井
議
長

釧
路
公
立
大
学
事
務
組
合
議
会

　
12
月
22
日
釧
路
市　

　
　
　
　
　
　
　
秋
里
広
志

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

　
２
月
15
・
16
日
札
幌
市　

　
　
　
　
　
　
　
松
井
議
長

釧
路
広
域
連
合
議
会

　
２
月
22
日
釧
路
市

　
　
　
　
　
　
　
東　
隆
行

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
吉
人

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
２
月
23
日
札
幌
市

　
　
　
　
　
　
　
松
井
議
長

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
議
会

　
２
月
27
日
弟
子
屈
町

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
保
博

　
　
　
　
　
　
　
及
川
満
浩

　
　
　
　
　
　
　
松
井
洋
和

釧
路
町
村
議
会
議
長
会

　
２
月
27
・
28
日
弟
子
屈
町　

　
　
　
　
　
　
　
松
井
議
長

広
域
議
会

つるい議会だより　№ 157　

議
会
議
員
・特
別
職
の
期
末
手
当

　
の
改
正
案
に
反
対
・賛
成
討
論

議
員
・特
別
職
の
期
末
手
当
の
条
例
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

　

議
員
や
特
別
職
は
自
ら
の

給
料
を
提
案
で
き
る
立
場
に

あ
り
、人
事
院
勧
告
に
基
づ

い
て
期
末
手
当
や
給
与
・
報

酬
な
ど
の
引
き
上
げ
を
行
う

こ
と
は
、根
拠
が
薄
く
、き
ち

ん
と
明
示
で
き
る
理
由
な
し

に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、議
員
の
報
酬
に
つ

い
て
は
行
政
側
か
ら
の
提
案

で
は
な
く
、議
員
自
ら
が
提

案
す
べ
き
も
の
で
す
。

　

よ
っ
て
、否
決
す
べ
き
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

議
員
と
特
別
職
の
期
末
手

当
の
支
給
率
を
、民
間
企
業

と
の
給
与
格
差
や
社
会
情
勢

を
考
慮
し
た
人
事
院
勧
告
を

参
考
に
す
る
こ
と
は
、問
題

の
あ
る
こ
と
と
は
思
い
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、改
正
の
提
案
が
行

政
側
か
ら
で
も
、議
員
が
責

任
を
持
っ
て
し
っ
か
り
議
論

し
、き
ち
ん
と
判
断
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、賛
成
す
べ
き
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

議
員
や
特
別
職
は
自
ら
の

給
料
を
提
案
で
き
る
立
場
に

あ
り
、人
事
院
勧
告
に
基
づ

い
て
期
末
手
当
や
給
与
・
報

酬
な
ど
の
引
き
上
げ
を
行
う

こ
と
は
、根
拠
が
薄
く
、き
ち

ん
と
明
示
で
き
る
理
由
な
し

に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、こ
の
補
正
予
算

に
は
、議
員
・
特
別
職
の
期

末
手
当
の
支
給
率
引
上
げ
の

予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、否
決
す
べ
き
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

議
員
・
特
別
職
の
報
酬
に

つ
い
て
、社
会
情
勢
や
民
間

と
の
格
差
是
正
の
た
め
の
人

事
院
勧
告
を
考
慮
し
て
判
断

す
る
こ
と
は
、問
題
に
は
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
議
員
・
特
別

職
の
期
末
手
当
引
き
上
げ
の

補
正
予
算
は
、議
員
が
し
っ

か
り
と
審
議
し
条
例
改
正
案

が
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、賛
成
す
べ
き
も

の
と
考
え
ま
す
。

反対討論

及川満浩議員

賛成討論

松井洋和議員

反対討論

及川満浩議員

賛成討論

（
村
長
・
副
村
長
・
教
育
長
）

条例改正案　議員・特別職の期末手当の支給率を、社会情勢および管
内議会の動向などを考慮し、現行年4.3ヵ月を4.4か月に改正。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成７人、反対１人で可決
一般会計補正予算案　議員・特別職の期末手当の支給率を、現行年
4.3ヵ月を4.4か月に改正する予算を含んだ補正予算案。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成７人、反対１人で可決

大津泰則議員
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補正予算や条例改正
     ここが聞きたい

地域公共交通網の構築へ

　
　
　

及
川
満
浩
議
員

　
　
　

今
年
度
、
地
域
公
共

交
通
網
検
討
調
査
委
託
を

行
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に

は
。

　

今
年
度
は
現
況
調
査
と
し

て
、
路
線
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
、
福
祉
バ
ス
、
高
齢
者

等
個
別
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
共
ニ
ー
ズ
把
握

調
査
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　

松
井
洋
和
議
員

　
　
　

家
を
建
て
る
の
を
支

援
す
る
「
輝
く
住
ま
居
る
支

援
金
」
の
効
果
は
。

　

今
回
は
当
初
見
込
み
よ
り

建
築
数
が
増
え
た
の
で
、

２
０
０
万
円
の
増
額
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

　

支
援
金
が
あ
る
か
ら
建
て

た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
と
て
も
好
評
で
す
。

　

　
　
　

吉
田
保
博
議
員

　
　
　

身
体
障
が
い
者
用
自

動
車
改
造
等
助
成
費
と
し
て

30
万
円
増
額
補
正
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
。

　

障
が
い
者
の
家
族
が
運
転

す
る
車
に
ス
ラ
イ
ド
式
の
リ

フ
ト
を
付
け
る
な
ど
の
費
用

に
な
り
ま
す
。

　

一
部
、
国
の
財
源
を
使
っ

て
鶴
居
村
で
制
度
化
し
た
事

業
で
、
車
い
す
で
生
活
し
て

い
る
方
な
ど
の
障
が
い
者
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　

村
で
は
国
民
健
康
保

険
税
率
の
算
定
に
資
産
割
り

を
導
入
し
て
、
低
所
得
者
に

配
慮
し
て
い
る
が
、
今
後
の

考
え
方
は
。

　

国
民
健
康
保
険
税
率
の
算

定
に
資
産
割
り
を
導
入
し
て

い
る
の
は
、
管
内
で
は
鶴
居

村
と
標
茶
町
だ
け
で
す
。

　

大
き
な
牛
舎
な
ど
、
資
産

を
多
く
持
っ
て
い
る
と
保
険

税
率
が
高
く
な
り
、
そ
の

分
、
低
所
得
者
に
配
慮
し
た

税
率
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

道
に
移
管
さ
れ
る
35
年
度
ま

で
、
資
産
割
り
に
つ
い
て
は

毎
年
度
検
討
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　

松
井
洋
和
議
員

　
　
　

鶴
居
村
独
自
の
教
育

資
金
利
子
補
給
制
度
で
す

が
、
今
回
、
利
子
補
給
す
る

元
本
の
上
限
が
２
０
０
万
円

か
ら
６
０
０
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
が
。

　

近
年
の
借
入
額
の
状
況
を

考
慮
し
、
教
育
費
用
の
負
担

軽
減
や
教
育
機
会
の
均
等
を

図
る
た
め
上
限
を
引
き
上
げ

ま
し
た
。

　

住
民
周
知
に
努
め
ま
す
。

▼
家
を
建
て
る
支
援
金

▼
公
共
交
通
網

▼
障
が
い
者
用

　

自
動
車
改
造
助
成

▼
国
民
健
康
保
険

▼
奨
学
金
の
利
子
補
給

住
民
生
活
課
長
補
佐

企
画
財
政
課
長

保
健
福
祉
課
長

住
民
生
活
課
長

教
育
課
長

つるい議会だより　№ 157　

障がい者用の車両へ助成します



　
 

第
５
次
総
合
計
画
特
別
委
員
会
２
月
15
日
・
３
月
２
日

第 5 次 総 合 計 画

未
あ

来
す

を奏でる鶴居スタイルの確立

12つるい議会だより　№ 157　

可
決

～協働による新たな時代への挑戦～

つ る い 未 来 創 造 プ ラ ン

　

２
月
15
日
と
３
月
２
日
に

第
５
次
鶴
居
村
総
合
計
画
調

査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

本
村
で
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
10

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第

４
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、

「
夢
・
チ
ャ
レ
ン
ジ　

鶴
居

び
と
～
四
季
の
詩
が
流
れ
る

大
地
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

「
む
ら
づ
く
り
」
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
社
会
情

勢
は
少
子
高
齢
化
の
急
速
な

進
行
、
地
球
規
模
で
の
環
境

問
題
な
ど
大
き
な
変
革
の
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
制
度
改
正

や
地
域
主
権
の
推
進
な
ど
、

行
政
を
取
り
巻
く
状
況
も
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
、
本
村
が
め
ざ
す
姿
と

進
む
べ
き
道
筋
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
、

平
成
30
年
度
を
初
年
度
と
す

る
「
つ
る
い
未
来
創
造
プ
ラ

ン
」（
第
５
次
鶴
居
村
総
合

計
画
）
を
策
定
し
ま
す
。

１　地域特性を活かした活力あるむらづくり
２　ともに支え合い生き生きと暮らせるむらづくり
３　安心・安全で快適に暮らせるむらづくり
４　豊かな自然と共生する美しいむらづくり
５　豊かな人間性を育むむらづくり
６　みんなで歩む協働のむらづくり

将来人口の目標　2017年 2537人➡2027年 2475人
▶ 農業強化プロジェクト
▶ 新たな雇用創出プロジェクト
▶ 住民福祉向上プロジェクト
▶ 鶴居モデル構築に向けた環境共生プロジェクト
▶ 地域を支えるひとづくりプロジェクト

重点プロジェクト

基本目標
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意見書を
国・政府に提出

全員賛成で 可
決

　
　
提
出
者　

    

大
津
泰
則

　
　
賛
成
者　
　
秋
里
広
志

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
保
博

　
　
　
　
　
　
　
松
井
洋
和

　

釧
路
地
域
は
、過
去
に
お

い
て
地
震
・
津
波
の
発
生
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
て

お
り
、東
日
本
大
震
災
以
降
、

自
然
災
害
等
を
含
む
防
災
・

減
災
対
策
を
講
じ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

道
東
沖
の
千
島
海
溝
沿
い

根
室
沖
に
お
い
て
、今
後
30

年
以
内
の
Ｍ
７
．８
～
８
．５

ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
の
発
生

確
率
が
80
％
程
度
と
引
き
上

げ
ら
れ
た
。

　

よ
っ
て
、防
災
・
減
災
対

策
事
業
に
対
す
る
財
源
措
置

の
拡
充
に
向
け
、早
期
防
災

体
制
の
構
築
に
向
け
た
防

災
・
減
災
情
報
の
提
供
や
税
・

財
政
支
援
等
各
種
支
援
策
の

拡
充
・
強
化
に
つ
い
て
、強

く
要
望
す
る
。

　
　
提
出
者　

    

秋
里
広
志

　
　
賛
成
者　
　
大
津
泰
則

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
保
博

　
　
　
　
　
　
　
松
井
洋
和

　

国
に
お
い
て
は
、地
域
産

業
を
担
う
専
門
的
職
業
人
材

を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
が

さ
ら
に
重
要
性
を
増
し
て
い

る
こ
と
や
、私
立
専
修
学
校

等
が
学
校
教
育
法
第
１
条
に

規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

大
学
等
と
比
較
し
、さ
ま
ざ

ま
な
格
差
が
生
じ
て
い
る

現
状
等
に
鑑
み
、次
の
措
置

を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

①
「
職
業
実
践
専
門
課
程
」

認
定
制
度
を
着
実
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、専
門
職
大
学

及
び
専
門
職
短
期
大
学
に
関

す
る
措
置
を
確
実
に
講
ず
る

こ
と
。

② 

経
済
的
な
困
窮
者
を
対

象
と
し
た
授
業
料
減
免
措
置

の
恒
久
的
な
支
援
策
や
公
的

助
成
、奨
学
金
制
度
等
に
つ

い
て
、既
存
の
大
学
等
と
の

整
合
性
を
図
る
こ
と
。

③ 

私
立
専
修
学
校
等
を
取

り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、経
営
基
盤
安
定
の
た
め

の
新
た
な
財
政
支
援
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

　
　
提
出
者　
　
吉
田
保
博

　
　
賛
成
者　
　
秋
里
広
志

　
　
　
　
　
　
　
大
津
泰
則

　
　
　
　
　
　
　
松
井
洋
和

　

安
全
・
安
心
の
医
療
を
国

民
に
安
定
し
て
提
供
す
る
た

め
に
は
、診
療
報
酬
や
介
護

報
酬
の
適
正
な
水
準
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

社
会
保
険
診
療
に
係
る
消

費
税
は
、消
費
税
相
当
額
分

の
上
乗
せ
措
置
が
行
わ
れ
て

き
た
が
、こ
の
仕
組
み
は
、上

乗
せ
が
適
切
に
反
映
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
や
仕
入
れ
の
実

態
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、消
費
税
負
担
が
医
療
機

関
の
経
営
を
圧
迫
し
て
お

り
、医
療
機
関
の
自
助
努
力

に
よ
り
地
域
医
療
体
制
が
辛

う
じ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、国
に
お
い
て
は
、

将
来
に
わ
た
り
安
全
・
安
心

な
医
療
制
度
を
提
供
す
る
た

め
、措
置
を
講
ず
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

将
来
に
わ
た
り
安
全
・

安
心
な
医
療
制
度
の

提
供
を
求
め
る
意
見
書

防
災
・
減
災
体
制
の

　
更
な
る
強
化
を

　
　
求
め
る
意
見
書

私
立
専
修
学
校
等
に
お
け
る
専
門
的
職
業
人

材
の
育
成
機
能
の
強
化
等
を
求
め
る
意
見
書

つるい議会だより　№ 157　

議
員
定
数
及
び
報
酬

等
検
討
特
別
委
員
会

設
置
に
関
す
る
決
議

　
　
　
提
出
者　
松
井
洋
和

　
　
　
賛
成
者　
大
津
泰
則

　
　
　
　
　
　
　
秋
里
広
志

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
保
博

　

次
の
と
お
り
特
別
委
員
会

を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

・
名
称 

　

議
員
定
数
及
び

　

報
酬
等
検
討
特
別
委
員
会

・
設
置
の
根
拠 

　
地
方
自
治
法
第
１
０
９
条

　

及
び
委
員
会
条
例
第
５
条

・
目
的 

　
議
員
定
数
及
び
報
酬
等
に

　

対
す
る
調
査

・
委
員
の
定
数 　
　
　
８
人

大地震への対策を
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村
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

一般質問

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、
執行機関（村長・教育長）に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。

紙面の都合により、内容を要約して掲載しています。

７人の議員が 13 項目の質問

　松井　洋和　議員　　　　　　　　　　　　　　　　P15

　吉田　保博　議員　　　　　　　　　　　　　　　　P16

　大津　泰則　議員　　　　　　　　　　　　　　　　P21

　及川　満浩　議員　　　　　　　　　　　　　　　　P18

　秋里　広志　議員　　　　　　　　　　　　　　　　P19

　佐藤　吉人　議員　　　　　　　　　　　　　　　　P17

①特別な教科・道徳について
②財政の今後の見通しについて

①農業振興について

①障がい児・生徒などへの放課後児童クラブ・デイサービスの提供について
②今後の国・道の医療計画への対応と在宅での医療と介護について
③国民健康保険税の引き上げについて

①タンチョウを国鳥に
②観光振興ビジョンの成果と第５次総合計画について
③釧路市昭和にある旧村営軌道鉄路用地について

①役場庁舎にエレベーターなどの設置について

①第５次総合計画の財政シミュレーションは
②自治基本条例について

　
 

９
月
定
例
会
９
月
９
～
14
日

　
 

決
算
特
別
委
員
会
９
月
13
・

14
日

３
月
８
～
13
日

３
月
定
例
会

　松井　広道　議員　　　　　　　　　　　　　　　　P20
①村有住宅の値上げについて
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道
徳
の
教
科
化
は

教
育
長　

い
じ
め
問
題
の
解
消

  

一
般
質
問　
　
　
　
松
井
洋
和 松

まつ

井
い

洋
ひろ

和
かず

 議員

村
長 

村
は
こ
れ
ま
で
、

各
種
施
策
の
実

施
に
あ
た
っ
て
、
常
に
財
源

の
捕
捉
に
努
め
健
全
な
財
政

を
堅
持
し
、
本
格
的
な
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
社
会
を
迎

え
、
２
０
６
０
年
度
に
人
口

２
０
０
０
人
を
維
持
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
た
「
総
合
戦

略
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
各

事
業
を
推
進
し
て
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
見
通
し
は
、

地
方
交
付
税
は
減
少
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、ま
た
、

新
た
な
総
合
計
画
で
は
鶴
居

西
公
共
エ
リ
ア
の
子
育
て
支

援
複
合
施
設
や
新
総
合
体
育

館
の
整
備
を
行
う
な
ど
、
大

き
な
財
政
支
出
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
施
設

維
持
や
子
育
て
支
援
、
高
齢

化
の
進
展
に
伴
う
経
費
は

年
々
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
今
後
は
厳
し
い
財
政

運
営
が
強
い
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
新

総
合
計
画
の
着
実
な
実
行
を

推
進
す
る
た
め
に
も
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
財
政
運
営

や
既
存
事
務
事
業
の
検
証
作

業
を
行
う
ほ
か
、
国
・
道
補

助
金
の
確
保
や
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
な
ど
、
財
源
の
見

通
し
の
方
策
を
探
り
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大

限
に
生
か
し
た
取
組
み
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
科
に
な
っ
て
大
き
く
変

わ
る
こ
と
は
、
教
科
書
が
作

成
さ
れ
、
評
価
が
必
須
事
項

と
な
り
、
道
徳
科
の
授
業
を

毎
時
間
確
実
に
行
わ
れ
る
こ

と
で
す
。

　

道
徳
の
時
間
を
確
実
に
年

間
35
時
間(

小
学
１
年
は
34

時
間)

実
施
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

道
徳
科
の
評
価
は
、
児
童

生
徒
が
道
徳
的
成
長
を
実
感

し
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ

な
げ
る
た
め
の
も
の
で
、
道

徳
的
な
良
さ
を
認
め
た
り
、

道
徳
的
成
長
を
見
取
っ
た
り

教
育
長 

今
回
の
道

徳
の
教
科

化
は
、
道
徳
の
時
間
を
確
実

に
行
い
「
考
え
、
議
論
す
る

道
徳
」
へ
転
換
を
図
る
こ
と

を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
事
な
こ
と
は

い
じ
め
問
題
が
深
く
か
か

わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

道
徳
の
教
科
化
は
、
い
じ

め
問
題
の
解
消
、
い
じ
め
の

未
然
防
止
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

松
井 ｢

特
別
な
教
科
・

道
徳
」
と
し
て
、

平
成
30
年
度
か
ら
小
学
校

で
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
中

学
校
で
道
徳
が
教
科
化
さ
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
教
科
化
さ
れ
た

経
緯
と
、
今
ま
で
の
道
徳
と

何
が
違
う
の
か
を
伺
い
ま

す
。

　
ま
た
、
教
科
化
さ
れ
た
こ

と
で
通
知
表
に
評
価
が
な
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
評
価
方
法

に
つ
い
て
教
育
長
に
伺
い
ま

す
。

財
政
の
今
後

の
見
通
し
は

松
井 

鶴
居
村
は
現
在
、

と
て
も
健
全
な

財
政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
し
か
し
、
今
後
は
徐
々
に

地
方
交
付
税
も
減
額
さ
れ
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
、
西
公
共

エ
リ
ア
の
子
育
て
施
設
と

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
大
型
の
公
共
施

設
の
建
て
替
え
も
控
え
、
さ

ら
な
る
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
の
問
題
を
抱
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
の
財
政
運

営
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
村

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

し
な
が
ら
記
述
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

他
の
児
童
生
徒
と
比
較
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
以
前
よ

り
ど
れ
だ
け
道
徳
的
成
長
が

あ
っ
た
か
を
見
取
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

今
回
の
教
科
化
で
、
指
導

要
録
に
道
徳
科
の
欄
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
欄
は
あ
く
ま
で
も
道

徳
科
の
授
業
内
で
の
学
習
状

況
や
、
道
徳
性
に
係
る
成
長

の
様
子
を
記
述
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

小学校の道徳の教科書
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一
般
質
問　
　
　
　
松
井
洋
和

  
一
般
質
問　
　
　
　
吉
田
保
博吉

よし

田
だ

保
やす

博
ひろ

 議員

吉
田 
村
政
執
行
方
針

の
第
１
に
「
地

域
特
性
を
活
か
し
た
活
力
あ

る
む
ら
づ
く
り
」
を
上
げ
て

い
ま
す
。

　
基
幹
産
業
の
酪
農
畜
産
経

営
も
時
代
と
共
に
進
化
し
て

お
り
、
作
業
機
械
の
大
型
化

や
搾
乳
機
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
な

ど
が
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
経

費
も
増
加
傾
向
で
経
営
の
圧

迫
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
酪
農
家
が
減
少
傾
向
に
あ

る
な
か
で
、
農
村
地
域
の
衰

退
に
歯
止
め
を
か
け
、
次
世

代
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ

と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
で
、
村
内
の

村
長 

村
の
酪
農
経
営

の
現
状
は
、
法

人
経
営
も
含
め
搾
乳
農
家

が
７
０
戸
、
飼
養
頭
数
が

１
２
３
０
０
頭
ほ
ど
で
、
生

化
」
に
つ
い
て
は
、
村
と
し

て
も
将
来
を
見
据
え
た
喫
緊

の
課
題
と
と
ら
え
、
対
策
の

充
実
や
新
規
就
農
の
受
け
入

れ
や
育
成
支
援
な
ど
、
釧
路

丹
頂
農
協
や
関
係
団
体
と
連

携
を
密
に
し
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
乳
質
改
善
奨
励
事

業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
良

質
な
生
乳
の
生
産
に
よ
る
消

費
の
安
定
的
拡
大
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
村
独
自
で
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

支
援
制
度
の
補
助
対
象
の

基
準
や
単
価
の
見
直
し
な
ど

を
図
り
な
が
ら
、
現
在
は
１

kg
当
た
り
１
円
以
内
を
予
算

の
範
囲
内
で
補
助
す
る
規
定

と
し
て
お
り
、
今
後
は
釧
路

丹
頂
農
協
の
制
度
基
準
と
の

整
合
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
良

質
乳
の
生
産
拡
充
や
安
定
経

営
に
向
け
て
、
施
策
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
農
業
施
策
全
般

や
、
村
財
政
の
状
況
に
応
じ

た
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

村を支える基幹産業の酪農

６月定例会は６月15日金曜日
午前10時の開会予定です。

関
係
機
関
と
一
層
の
連
携
強

化
で
検
討
を
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
質
改
善
奨
励
事

業
に
つ
い
て
は
「
よ
り
効
果

的
な
施
策
と
な
る
よ
う
補
助

基
準
の
一
部
見
直
し
を
含
め

な
が
ら
検
討
」
と
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

乳
生
産
量
６
万
ｔ
を
維
持
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
10
年
程
前
と
比
較

す
る
と
、
搾
乳
農
家
戸
数
が

３
割
ほ
ど
の
減
少
と
な
り
ま

す
が
、
飼
養
頭
数
は
ほ
ぼ
当

時
の
数
字
を
維
持
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
離
農
の
減

少
分
を
地
域
全
体
で
カ
バ
ー

し
つ
つ
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
の
導
入
に
よ
っ
て
、
経

営
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
き
て

い
る
も
の
と
認
識
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
担
い
手
育
成
対
策
の
強

関係機関との連携強化で酪農振興を
　村長　今後より具体的な取り組みを
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一
般
質
問　
　
　
　
佐
藤
吉
人 佐

さ

藤
とう

吉
よし

人
ひと

 議員

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
国
鳥
に

　

村
長　

明
確
な
答
弁
は
控
え
た
い
と
考
え
ま
す

佐
藤 

北
海
道
の
鳥
で

あ
り
、
鶴
居
村

の
村
鳥
で
あ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ

を
、
一
部
の
研
究
者
の
な
か

に
は
「
国
鳥
に
」
と
声
を
あ

げ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　
現
在
の
国
鳥
は
キ
ジ
で
す

が
、
国
鳥
は
法
令
で
定
め
ら

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
つ

で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

さ
れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で

あ
り
、
古
く
か
ら
長
寿
の
シ

ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
き
た
タ
ン

村
長 

ビ
ジ
ョ
ン
策
定

後
３
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
ビ

ジ
ョ
ン
の
考
え
方
に
沿
い
、

情
報
発
信
拠
点
施
設
と
し
て

の
一
役
を
担
う「
つ
る
ぼ
ー

の
家
」
の
建
設
や
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
振
興
に
対
応
さ
せ
る

た
め
の
Wi-

Fi
環
境
整
備
、

音
羽
橋
へ
の
簡
易
ト
イ
レ
の

設
置
な
ど
、
観
光
客
な
ど
の

受
入
れ
環
境
の
一
部
整
備
な

ど
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
一
定
程
度
の
成
果

は
得
ら
れ
た
も
の
の
、
観
光

客
の
受
け
入
れ
態
勢
や
地
元

の
体
制
強
化
な
ど
に
課
題
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢

に
つ
い
て
は
、
道
東
自
動
車

道
の
延
伸
効
果
な
ど
に
期
待

を
寄
せ
る
も
の
で
あ
り
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
な
ど
地
域
資
源
の

活
用
を
推
進
す
る
な
ど
、
課

題
で
あ
る
通
過
型
観
光
か
ら

滞
在
型
観
光
に
向
け
た
基
盤

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
。 

　

ま
た
、
地
元
の
体
制
強
化

村
長 

釧
路
市
の
旧
村

営
軌
道
の
敷
地

つ
い
て
は
、
３
筆
あ
り
、

２
０
０
０
㎡
ほ
ど
の
面
積
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
土
地
は
、
面
積

も
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

当
面
、現
状
を
維
持
し
つ
つ
、

適
切
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

村
長 
日
本
の
国
鳥
で

あ
る「
キ
ジ
」
の

指
定
は
、
法
令
と
し
て
の
定

め
は
な
く
、
戦
後
、
文
部
省

に
よ
る
愛
鳥
思
想
の
普
及
教

育
を
進
め
る
関
連
と
し
て
、

選
定
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て

は
、
日
本
を
象
徴
す
る
鳥
で

佐
藤 

観
光
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定

か
ら
３
年
経
過
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
「
村
の
弱
点
」

と
し
て
、
地
域
資
源
を
上
手

く
活
か
せ
ず
、
観
光
客
の
受

け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て
い
な

い
な
ど
の
問
題
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
３
年
間

で
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た

と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
本
年
度
か
ら
始
ま

る
第
５
次
総
合
計
画
の
な
か

で
、
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に

発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
お
考

え
な
の
か
村
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

佐
藤 

釧
路
市
昭
和
地

区
に
は
旧
鶴
居

軌
道
の
鉄
路
用
地
が
、
今
で

も
村
有
財
産
と
し
て
残
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
れ
は
ど
の
く
ら
い
の
筆

数
で
今
後
ど
う
す
る
の
か
、

村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

あ
り
、
本
村
の
振
興
発
展
に

は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
共
に
歴

史
を
歩
み
続
け
て
来
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
な
い
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
鳥
に
と
の
見
解
に
つ
い

て
は
、
様
々
な
形
で
タ
ン

チ
ョ
ウ
が
全
国
的
に
発
信
さ

れ
て
い
く
こ
と
は
、
地
元
地

域
な
ど
に
と
っ
て
大
変
有
益

な
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
明

確
な
答
弁
に
つ
い
て
は
控
え

た
い
と
考
え
ま
す
。

チ
ョ
ウ
も
日
本
の
国
鳥
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ま
す

が
、
村
長
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
は

釧
路
市
昭
和
の

村
有
地
に
つ
い
て

に
つ
い
て
も
、
幅
広
い
構
成

に
よ
る
協
議
会
組
織
の
立
ち

上
げ
や
、
広
域
観
光
も
積
極

的
に
推
進
し
、
多
様
化
す
る

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

べ
く
観
光
の
振
興
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

キジよりタンチョウ？
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一
般
質
問　
　
　
　
松
井
洋
和

  
一
般
質
問　
　
　
　
及
川
満
浩及

おい

川
かわ

満
みち

浩
ひろ

 議員

及
川 
現
在
、
村
で
は

障
が
い
や
発
達

障
が
い
を
持
つ
児
童
・
生
徒

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
入
れ
体

制
が
十
分
と
は
い
え
な
い
状

態
で
す
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く

の
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

村
長 

鶴
居
診
療
所
に

よ
る
訪
問
診
療

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
対
応
実
績
が
あ
り
、
今
後

も
、
村
内
の
医
療
・
介
護
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
村
民
に
対
す
る
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
治
体
の
多
く

は
、
医
師
・
看
護
師
を
始
め

と
し
た
医
療
従
事
者
や
、
介

障がい児への放課後デイサービスの提供は
　　村長　療養機能を有する放課後デイサービスは困難

ー
ス
に
応
じ
た
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

児
童
に
療
育
活
動
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合

に
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

で
は
な
く
、
専
門
的
療
育

機
関
へ
の
通
所
を
支
援
す
る

な
ど
の
対
応
を
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
療
育
機
能
を
有
す

る
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
現
状
、
専
門
職

員
確
保
の
問
題
も
あ
り
、
村

で
の
設
置
は
困
難
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

村
長 

村
に
専
門
的
療

育
機
関
が
存
在

し
な
い
現
段
階
で
は
、
最
大

限
障
が
い
児
に
配
慮
し
た
事

業
内
容
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
保
護
者
の
要
望
や
専

門
機
関
の
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
対
象
児
童
を
客
観
的

に
判
断
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ

策
や
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
と
運

営
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
村
の
施
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

予
定
で
す
。

　
国
の
配
慮
に
基
づ
き
据
え

置
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
が
、
村
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

在
宅
医
療
・
在
宅

  

介
護
の
推
進
を

及
川 

道
の
医
療
計
画

が
策
定
さ
れ
、

二
次
医
療
圏
の
釧
路
圏
域
で

は
今
後
、
入
院
ベ
ッ
ド
数
の

削
減
が
進
め
ら
れ
、
入
院
日

数
も
短
縮
を
求
め
ら
れ
て
く

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
在
宅
医
療
・
在
宅

介
護
の
推
進
を
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
人
材
確
保
政

護
職
員
な
ど
の
ス
ム
ー
ズ
な

確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ
る

た
め
、「
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
独
自
設
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
解
決
す
べ
き

事
項
を
整
理
し
つ
つ
、
今
後

の
検
討
課
題
に
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

　

の
据
え
置
き
を

及
川 

国
民
健
康
保
険

事
業
は
道
に
移

管
さ
れ
ま
す
。

　
村
は
す
で
に
５
％
引
き
上

げ
を
被
保
険
者
に
強
い
て
い

る
な
か
で
、
30
年
度
の
保
険

料
も
２
％
程
度
引
き
上
げ
る

村
長 

村
と
し
て
は
、

国
や
道
の
方
針

に
沿
っ
て
、
被
保
険
者
の
負

担
に
も
十
分
配
慮
し
な
が

ら
、
平
成
35
年
度
ま
で
を
基

本
と
し
、
法
定
外
繰
り
入
れ

の
段
階
的
な
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
に
配
慮

し
た
応
能･

応
益
の
負
担
割

合
や
多
子
世
帯
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
、
村
は
こ
れ
ま

で
も
、
資
産
割
を
課
税
す
る

な
ど
し
て
、
十
分
配
慮
し
た

保
険
税
率
や
適
正
な
負
担
割

合
に
努
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
北
海
道
が
示
す
、

運
営
方
針
の
基
本
的
考
え
方

や
標
準
保
険
料
率
な
ど
に
基

づ
き
な
が
ら
、
被
保
険
者
の

に
十
分
理
解
を
い
た
だ
け
る

よ
う
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

進む在宅医療・介護
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秋
あき

里
さと

広
ひろ

志
し

 議員

秋
里 

役
場
庁
舎
の
利

用
者
に
と
っ
て
、

２
階
部
分
の
利
用
に
つ
い
て

は
、「
階
段
が
登
れ
な
い
」、

「
急
で
し
ん
ど
い
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

特
に
車
い
す
の
利
用
者
、

歩
行
に
難
が
あ
る
方
々
の
中

か
ら
は
「
役
場
の
２
階
は

我
々
を
遠
ざ
け
て
い
る
」
と

率
直
な
気
持
ち
を
話
さ
れ
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
２
階
に
は
建
設
課
、議
場
、

会
議
室
な
ど
が
あ
っ
て
、
ど

な
た
に
あ
っ
て
も
等
し
く
利

村
長 

現
在
の
役
場
庁

舎
は
建
設
か
ら

30
年
を
経
過
し
、
こ
の
間
、

機
構
改
革
や
情
報
化
の
推
進

な
ど
に
よ
る
各
課
や
職
員
の

配
置
移
動
が
行
わ
れ
、
１
階

の
執
務
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な

り
、
庁
舎
内
で
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
建
設
課
な
ど
を

庁
舎
２
階
に
移
動
し
、
１
階

執
務
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
窓

口
カ
ウ
ン
タ
ー
の
入
れ
替
え

な
ど
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
役
場
庁

舎
は
質
問
の
と
お
り
、
本
議

場
を
は
じ
め
、
建
設
課
や
使

用
頻
度
の
高
い
会
議
室
が
２

階
に
あ
る
な
ど
、
車
い
す
を

  

一
般
質
問　
　
　
　
秋
里
広
志

役
場
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

　

村
長　

開
か
れ
た
庁
舎
づ
く
り
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討

議会だよりは要約されています。
ぜひ議場へ傍聴に来て下さい。

用
さ
れ
る
べ
き
で
、
村
と
し

て
も
何
も
制
限
は
加
え
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
所
に

行
く
こ
と
が
容
易
で
な
い
方

が
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り

ま
す
。

　

改
善
策
と
し
て
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
置
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
村
長
は
村
政
執
行
方
針
の

中
で「
役
場
庁
舎
は
築
30
年

を
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
計

画
的
に
補
修
な
ど
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
」
と
示
さ
れ
、

30
年
度
の
予
算
案
で
は
、
役

利
用
さ
れ
た
り
歩
行
が
困
難

な
方
に
、
ご
不
便
を
お
掛
け

す
る
状
況
に
あ
る
な
ど
、
今

後
の
庁
舎
管
理
に
お
い
て
、

２
階
の
在
り
方
は
課
題
の

一
つ
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
高
齢
者
や
身
体

の
不
自
由
な
方
な
ど
に
配
慮

し
た
庁
舎
機
能
の
充
実
が
必

要
で
あ
り
、
何
ら
か
の
方
策

を
講
じ
る
こ
と
に
関
し
て
協

議
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
の
構
造
や
各
課
の
配
置

な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
時
代

に
即
応
し
た
行
政
機
能
を
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
設
計
費
や

工
事
費
な
ど
多
額
の
費
用
を

要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
財
政
状

況
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
慎
重

に
見
極
め
な
が
ら
、
優
し
く

思
い
や
り
の
あ
る
開
か
れ
た

庁
舎
づ
く
り
に
向
け
て
前
向

き
に
検
討
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

場
庁
舎
の
外
壁
補
修
工
事
と

議
場
内
装
補
修
工
事
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
30
年
前
の
役
場
の
設

計
・
構
造
か
ら
簡
単
で
な
い

こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
が
、

議
場
の
内
装
補
修
工
事
は
先

延
ば
し
し
て
も
良
い
と
思
う

の
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど

の
設
置
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
検

討
を
い
た
だ
き
、
役
場
庁
舎

の
利
便
性
を
高
め
、
開
か
れ

た
役
場
・
議
場
と
文
字
通
り

な
る
よ
う
希
望
し
、
村
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

役場にエレベーターを
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松
まつ

井
い

広
ひろ

道
みち

 議員

  
一
般
質
問　
　
　
　
松
井
広
道

松
井 
過
日
、
村
有
住

宅
の
値
上
げ
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
色
々

な
問
題
点
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
居
住
者
へ
の
説
明
は
十

分
に
行
わ
れ
た
の
か
心
配
で

す
。

　
ま
た
、
民
間
の
参
入
を
し

や
す
く
す
る
た
め
に
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
の

内
容
で
は
居
住
者
は
納
得
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
が
考
え

方
を
伺
い
ま
す
。

① 

改
正
の
戸
数
と
金
額
。

② 

居
住
者
へ
の
十
分
な
説

　

 

明
は
。

③ 

い
つ
値
上
げ
に
つ
い
て

　

 

決
断
さ
れ
た
の
か
。

村有住宅家賃改正へ

村有住宅の家賃値上げについて
　村長　公営住宅などと均衡を図るため

村
長 

現
在
、
村
で
は

２
８
３
戸
の
一

般
賃
貸
住
宅
を
管
理
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
う
ち
入
居
基
準
に
所

得
制
限
を
設
け
、
入
居
者
の

所
得
に
基
づ
き
家
賃
を
定
め

る
公
営
住
宅
が
１
１
５
戸
あ

り
、
そ
れ
以
外
の
１
６
８
戸

が
今
回
家
賃
の
改
定
を
予
定

す
る
村
有
住
宅
と
な
り
ま 

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
地
場
所
や

面
積
、
築
年
数
、
さ
ら
に
設

備
な
ど
を
考
慮
し
て
家
賃
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
家
賃
改
定
に
至
っ

た
経
緯
で
す
が
、
現
在
の
村

有
住
宅
の
家
賃
算
定
方
法
で

は
、
築
年
数
に
よ
る
家
賃
の

軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
同
程
度
の
公
営

住
宅
の
最
低
家
賃
を
下
回
る

と
い
う
不
均
衡
が
生
じ
て
お

り
、
算
定
方
法
を
見
直
す
こ

と
で
公
営
住
宅
と
の
家
賃
の

均
衡
を
一
定
程
度
保
つ
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
家
賃
改
定
の

住
宅
戸
数
と
金
額
に
つ
い

て
は
、
世
帯
向
き
住
宅
76

戸
、
単
身
用
住
宅
92
戸
の

１
６
８
戸
と
な
り
、
月
額
で

４
２
万
４
６
０
０
円
の
増

額
、
年
間
予
算
規
模
で
は

５
０
９
万
５
２
０
０
円
の
増

額
と
試
算
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
改
定
に
よ
り
家
賃

が
増
額
と
な
る
場
合
に
は
、

入
居
者
の
負
担
緩
和
策
と
し

て
今
後
３
年
間
で
段
階
的
に

増
額
す
る
こ
と
と
し
、
家
賃

が
減
額
と
な
る
場
合
に
つ
い

て
は
単
年
度
で
改
定
す
る
な

ど
、
入
居
者
に
対
し
十
分
な

配
慮
を
す
る
考
え
で
す
。

　

次
に
、
対
象
と
な
る
入
居

者
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

文
書
に
よ
り
家
賃
改
定
の
主

旨
や
理
由
、
改
正
内
容
を
お

示
し
、
併
せ
て
個
別
に
説
明

を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
随
時

対
応
す
る
こ
と
と
し
て
、
理

解
を
求
め
な
が
ら
本
年
10
月

か
ら
の
実
施
を
予
定
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

家
賃
の
改
定
を
判
断
し
た

時
期
に
つ
い
て
は
、
公
営
住

宅
と
一
般
村
有
住
宅
、
さ
ら

に
近
郊
地
域
と
の
家
賃
に
不

均
衡
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は

長
年
の
課
題
と
し
て
捉
え
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
家
賃
設

定
の
整
合
性
も
含
め
今
後
の

住
宅
施
策
の
在
り
方
を
検
討

す
る
中
で
、
今
日
ま
で
準
備

を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

６月定例会は６月15日金曜日午前10時の開会予定
皆さんのお越しをお待ちしています
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大
おお

津
つ

泰
やす

則
のり

 議員

大
津 

第
５
次
総
合
計

画
は
総
合
戦
略

や
各
種
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
と
の

整
合
性
を
図
り
、
村
政
の
最

上
位
の
計
画
で
す
。

　
計
画
通
り
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
来
年
度
か
ら

の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、

村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

村
長 

国
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
な
ど

か
ら
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

一
般
財
源
総
額
は
確
保
さ
れ

  

一
般
質
問　
　
　
　
大
津
泰
則

第
５
次
総
合
計
画
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

　

村
長　

３
年
ご
と
に
財
政
運
営
の
推
進
資
料
を
作
成

大
津 

私
は
平
成
25
年

６
月
定
例
会
で

「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定

す
べ
き
で
は
と
質
問
を
し
ま

し
た
。

　
村
長
か
ら
は
「
条
例
に
つ

い
て
は
理
解
す
る
も
の
の
、

行
政
と
住
民
が
共
通
の
意
識

を
持
た
な
い
と
、
な
か
な
か

条
例
が
生
き
て
こ
な
い
の
で

は
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
が
、
自
治
基
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

村
長 

自
治
基
本
条
例

に
つ
い
て
以
前

に
、「
生
き
た
条
例
を
制
定

す
る
た
め
に
は
、
行
政
と
住

民
が
と
も
に
共
通
の
意
識
を

高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
。」
と
答
弁
し
て

い
ま
す
。

　

以
来
、
こ
の
条
例
の
持
つ

意
義
を
考
え
て
き
た
中
で
、

開
村
80
年
と
い
う
節
目
の
年

に
行
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
は
、
ま
さ
に
村
民
が
ふ
る

さ
と
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か

と
も
な
り
、
将
来
的
に
少
子

高
齢
化
が
進
展
し
人
口
減
少

が
続
く
中
で
、
よ
り
協
働
の

源
の
捕
捉
が
不
可
欠
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
た
な
施
設
整
備

や
子
育
て
支
援
、
高
齢
化
の

進
展
に
伴
う
経
費
の
増
加
な

ど
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
一

定
期
間
の
見
通
し
を
持
つ
こ

と
が
必
要
と
判
断
し
、
実
施

計
画
の
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
３

年
を
目
途
に
し
た
財
政
運
営

の
推
計
資
料
を
作
成
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

む
ら
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
改
め

て
認
識
を
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

新
総
合
計
画
に
記
載
し
て

い
ま
す「
仮
称
村
づ
く
り
基

本
条
例
」
と
自
治
基
本
条
例

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的

な
考
え
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
行
政
運
営
や
村
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
一

定
程
度
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、

さ
ら
に
は
村
民
や
行
政
、
企

業
、
団
体
な
ど
が
協
働
に
よ

り
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
目
標
や
役
割
分
担
な
ど
に

つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
く
べ

き
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

仮
称「
村
づ
く
り

基
本
条
例
」
と
は

て
い
ま
す
が
、
実
際
の
交
付

額
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
の
基
金
残

高
の
増
加
傾
向
が
問
題
視
さ

れ
、
今
後
、
抑
制
に
向
け
た

議
論
が
進
ん
で
い
く
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
５
次
総
合
計
画
に
連
動

す
る
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
主

要
な
財
源
と
な
る
地
方
交
付

税
な
ど
の
中
長
期
的
な
推
計

が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
新

た
な
総
合
計
画
の
実
行
性
に

配
慮
し
て
い
く
た
め
に
は
財

　
ま
た
、
第
５
次
総
合
計
画

の
中
に
、
協
働
の
村
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
「
仮
称　

村
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
制

定
に
向
け
検
討
を
行
う
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
仮
称
村
づ
く
り
基
本
条

例
」
と
は
一
般
的
な
「
自
治

基
本
条
例
」
と
同
じ
も
の
な

の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
こ
の
検
討
に
入
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

第４次総合計画から第５次へ

　住民自治に基づく自治体
運営の基本原則を定めた条
例で、「自治体の憲法」と
も言われています。

？ 自治基本条例
ってなに？
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産
業
常
任
委
員
会
は
２
月

19
日
に
、
平
成
29
年
度
海
外

酪
農
研
修
に
参
加
し
た
皆
さ

ん
と
、
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

主
に
牧
場
主
と
従
業
員
の

２
人
で
、
１
０
０
ha
２
５
０

頭
の
乳
牛
を
飼
育
し
て
い
ま

す
。

　

搾
乳
は
朝
・
晩
の
２
回
行

い
、
作
業
時
間
は
朝
２
時
間
、

晩
１
時
間
ほ
ど
で
搾
っ
て
い

ま
す
。

　

牧
草
の
生
産
性
の
高
い
時

期
に
合
わ
せ
て
８
月
か
ら
５

月
ま
で
の
10
カ
月
間
搾
乳
し
、

残
り
の
２
か
月
は
畑
作
業
な

ど
は
あ
り
ま
す
が
、
ゆ
っ
た

り
過
ご
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

人
生
で
何
か
を
や
り
遂
げ

た
い
と
い
う
思
い
で
、
趣

味
で
あ
っ
た
チ
ー
ズ
作
り

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
決
め
、

２
０
０
７
年
に
店
を
オ
ー
プ

ン
し
た
そ
う
で
す
。

　

翌
年
に
は
チ
ー
ズ
コ
ン
テ

ス
ト
で
金
賞
と
銀
賞
を
獲
得

し
、
チ
ー
ズ
作
り
の
学
校
も

始
め
ま
し
た
。

　

世
界
で
一
番
大
き
い
大
会

で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
ト

リ
ュ
フ
入
り
の
カ
マ
ン
ベ
ー

ル
チ
ー
ズ
や
ヤ
ギ
の
ミ
ル
ク

１
０
０
％
の
チ
ー
ズ
、
ク

リ
ー
ミ
ー
な
ブ
ル
ー
チ
ー
ズ

な
ど
を
試
食
し
ま
し
た
。　
　

　

代
々
家
族
経
営
を
続
け
て

い
る
農
場
で
、
３
５
０
ha
の

敷
地
に
７
０
０
頭
の
乳
牛
の

経
営
を
４
人
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

２
０
１
０
年
に
環
境
に
配

慮
し
た
優
れ
た
酪
農
経
営
に

よ
り
「
ワ
イ
カ
ト
バ
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
ム
・
エ
ン
バ
イ
ロ
メ

ン
ト
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。

　

元
々
は
肉
牛
農
家
だ
っ
た

の
で
す
が
、
今
の
代
で
酪
農

に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

最
初
は
３
０
０
頭
か
ら

始
め
ま
し
た
が
、
周
り
の

離
農
し
た
農
家
を
買
収
し
て

７
０
０
頭
に
ま
で
増
や
し
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
最
も
重
視
し
て
い

る
の
が
牧
草
の
管
理
で
、
国

か
ら
の
補
助
が
な
い
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
質
の
良

い
牧
草
を
作
る
勉
強
が
と
て

も
大
切
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。　

☆研修期間　　　出発2017年11月11日～帰着11月17日
☆研修場所　　　ニュージーランド（北島周辺）
☆ニュージーランドの概要
　▶首　都　ウエリントン
　▶面　積　約27.5㎢（日本の80％の大きさ）
　▶人　口　約470万人（オークランドに全体の77％の160万人、ウエリントンに50万人）
　▶羊・牛　2500万頭のヒツジ、900万頭の牛

▶ニュージーランドの酪農
☆放牧主体
☆ 1万 2000件の酪農家
　（1農家平均 147ha419頭を 2・3人で作業）
☆草地をパドックで区切る
☆ホルスタインフリージャンと呼ぶ
☆７月位から一気に分娩・繁殖
☆６～７産で廃用
☆発情の有無はお尻に付けた色の落ち具合
　で確認

マ
ク
ゴ
ー
ハ
ン

フ
ァ
ー
ム
視
察

　

25
年
前
に
脱
サ
ラ
し
て

始
め
た
牧
場
経
営
で
す
が
、

は
っ
き
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
い
て
堅
実
な
経
営

を
し
て
い
る
優
良
牧
場
で

す
。

　

サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
も
し

て
い
ま
す
。

オ
ー
バ
ー
・
ザ

・
ム
ー
ン
視
察

　

牛
、
羊
、
ヤ
ギ
、
水
牛
の

ミ
ル
ク
を
使
っ
て
チ
ー
ズ
を

作
っ
て
い
る
小
さ
な
工
房
を

視
察
し
ま
し
た
。

ウ
ィ
ン
＆
ト
レ

ー
シ
ー
・
ブ
ラ

ウ
ン
農
場
視
察
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●
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
人

も
酪
農
も
余
裕
が
感
じ
ら

れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
た

の
が
印
象
的
で
、
日
本
で
も

そ
う
い
う
酪
農
が
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

●
季
節
分
娩
を
取
り
入
れ

て
、
二
カ
月
間
の
休
み
が
取

れ
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

●
海
外
酪
農
視
察
に
参
加
し

た
い
と
言
っ
て
い
る
女
性
は

た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
ほ
し
い
。

●
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
放

牧
の
た
め
、
日
本
に
あ
る
よ

う
な
牛
舎
は
な
く
、
搾
乳
施

設
が
あ
る
だ
け
で
す
。

●
銀
行
と
取
り
引
き
し
て
い

て
、
７
０
０
頭
搾
っ
て
い
る

農
家
の
負
債
が
７
億
円
あ
る

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

●
乳
質
の
タ
ン
パ
ク
値
を
上

げ
る
た
め
に
、
カ
ブ
を
栽
培

し
て
放
牧
で
牛
に
食
べ
さ
せ

て
い
ま
し
た
。

▼
参
加
者

　
リ
ー
ダ
ー　
　
斉
藤　
紀
子

副
リ
ー
ダ
ー　
菱
沼　
亜
美

　
　
　
　
　
　
中
尾
み
や
子

　
　
　
　
　
　
安
藤
奈
穂
美

　
　
　
　
　
　
松
井　
潤
子

　
　
　
　
　
　
長
尾　
朋
子

釧
路
丹
頂
農
協
畜
産
生
産
部

　
販
売
課
長　
位
下　
光
広

鶴
居
村
役
場
産
業
振
興
課

　
課　
長　
　
中
尾　
義
則

　
係　
長　
　
志
村　
　
剛

　
産
業
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
　
吉
田　
保
博

　
副
委
員
長　
佐
藤　
吉
人

　
委　
員　
　
東　
　
隆
行

　
委　
員　
　
松
井　
洋
和

　
議　
長　
　
松
井　
宏
志

　
事
務
局
長　
伊
藤　
彰
夫

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

主
な
意
見
を
要
約
掲
載

4

4

4

4

4

▶日本とニュージーランドの大きな違い
１、乳価の出し方
　☆日本の乳価は乳量で決まる
　☆ニュージーランドの乳価は、脂肪とタンパク
　　の％の乳固形量（MS)で決まる
　☆ 1㎏６～８ニュージーランドドル
　☆生乳の９割がチーズなどに加工するため水分が
　　多いと加工しにくいので、乳量よりも MSの％
　　が大切
２、搾乳の仕方
　☆日本では洗浄して拭いて前絞りを行うが、ニュ
　　ージーランドではいきなりミルカーを付けて搾
　　乳する
３、国からの補助がない

●
二
つ
の
農
場
を
視
察
し
ま

し
た
が
、
酪
農
経
営
の
考
え

方
が
違
っ
て
い
て
と
て
も
刺

激
を
受
け
た
の
で
、
も
っ
と

色
々
な
農
場
を
視
察
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
搾
乳
作
業
を
見
た
か
っ
た

が
、
時
間
が
合
わ
な
く
て
見

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
、
も
う
少
し
行
程
に
余
裕

が
欲
し
か
っ
た
。

●
広
い
草
地
に
放
牧
し
て
い

る
の
で
、
牛
を
見
る
の
も
大

変
で
し
た
。

●
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は

牛
を
効
率
よ
く
放
牧
し
て
い

て
、
牛
も
と
て
も
綺
麗
で
し

た
が
、
日
本
と
の
気
候
や
環

境
の
違
い
が
あ
り
、
そ
の
地

域
に
合
っ
た
酪
農
の
や
り
方

が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。



　　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　
早
い
も
の
で
鶴
居
村
で
の

生
活
も
５
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

東
京
都
町
田
市
出
身
で
、

雄
大
な
自
然
に
あ
こ
が
れ
て

12
年
前
に
北
海
道
へ
や
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
釧
路
川
源

流
部
で
の
カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
、

環
境
省
ア
ク
テ
ィ
ブ
レ
ン

ジ
ャ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
タ
ン
チ
ョ

ウ
保
護
研
究
グ
ル
ー
プ
研
究

員
を
経
て
今
に
至
り
ま
す
。

　

温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
で
は,

訪
れ
る
観
光
客

に
向
け
て
釧
路
湿
原
や
旬
の

か
ら
本
格
的
な
春
を
迎
え
ま

す
。
厳
し
い
冬
の
間
、
暖
か

く
な
る
の
を
じ
っ
と
待
っ
て

い
た
植
物
た
ち
が
一
斉
に
芽

吹
き
、
競
う
よ
う
に
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
冬
眠
し
て
い
た

昆
虫
た
ち
も
次
々
と
目
を
覚

ま
し
、
そ
れ
を
目
当
て
に
鳥

た
ち
が
子
育
て
を
始
め
ま

す
。
静
か
だ
っ
た
湿
原
が
一

気
に
騒
が
し
く
な
り
ま
す
。

　
日
本
で
一
番
大
き
な
湿
原

の
雄
大
な
景
色
に
目
を
奪
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
近
づ
い
て

よ
く
見
て
み
る
と
様
々
な
生

き
物
が
次
の
世
代
を
遺
す
た

め
に
短
い
夏
の
時
間
を
惜
し

む
よ
う
に
忙
し
く
活
動
し
て

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
姿

が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
し
て

秋
に
な
る
と
、
あ
る
も
の
は

そ
の
短
い
一
生
を
終
え
、
あ

る
も
の
は
休
眠
し
、
ま
た
あ

る
も
の
は
南
へ
渡
り
、
湿
原

は
静
け
さ
を
取
り
戻
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る

と
、
普
段
の
生
活
の
中
に
季

節
の
移
り
変
わ
り
や
、
生
き

物
の
営
み
と
つ
な
が
り
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
生
き
物
た
ち
の
ひ
た
む

き
な
姿
を
見
て
い
る
と
、
な

ん
だ
か
勇
気
が
湧
い
て
き
ま

す
。

　
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
光
景

は
何
回
見
て
も
飽
き
る
こ
と

は
な
く
、
毎
年
新
し
い
発
見

が
あ
り
楽
し
い
毎
日
で
す
。

　
温
根
内
は
釧
路
湿
原
で
唯

一
湿
原
の
中
に
入
っ
て
行
く

こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。　

こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
風

景
と
、
湿
原
で
暮
ら
す
様
々

な
生
き
物
の
姿
を
見
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
？
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行
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松
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間伐と間伐材の有効利用を促進して

健全な森づくりに貢献します。

住民の声湿原の雄大な景色と生き物
を見に来てみませんか？

本
ほん

藤
どう

　泰
やす

朗
あき

　さん
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温根内ビジターセンター

センター長

  

お
詫
び

   

　　
議
会
だ
よ
り
は
定
例
会
の
翌

月
末
の
発
行
を
目
指
し
て
作
成

し
て
い
ま
す
が
、
今
月
号
は
パ

ソ
コ
ン
の
不
具
合
な
ど
が
あ
り

発
行
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

６月定例会は
６月15日開会予定
傍聴お待ちしています

自
然
情
報
に
つ
い
て

紹
介
し
た
り
、
地
元

小
中
学
生
向
け
に
環

境
教
育
な
ど
を
行
う

な
ど
、
釧
路
湿
原
の

普
及
啓
発
に
努
め
る

ほ
か
、
ス
ズ
メ
バ
チ

の
巣
を
見
つ
け
た
ら

片
づ
け
、
遊
歩
道
が

壊
れ
た
ら
直
し
た
り

と
、
さ
な
が
ら
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
何

で
も
屋
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
。

　
釧
路
湿
原
は
こ
れ


